ネットワーク補足～ポート番号～

ポート番号について説明していなかったので解説します。IPアドレスはネットにおける住所のようなものと説明しました。IPアドレスがあれば通信するコンピューターやサーバーがネット上でどこにあるかがわかります。しかし現実には相手のコンピューター、サーバーがどこにあるか分かれば通信ができるわけではありません。
駒場キャンパスを例に考えてみましょう。AさんがアドバンストリサーチラボラトリーにいるBさんに郵便を届けたいとします。Aさんはまず駒場キャンパスの住所を調べ、無事たどり着きました。しかし駒場に来れば無条件でアドバンストリサーチラボラトリーに行けるでしょうか？おそらくそう簡単にはたどり着けないはずです（皆さんは行けますか？）。つまりAさんは駒場キャンパスの住所はもとよりキャンパス内のどこにアドバンストリサーチラボラトリーがあるかを事前に知っておく必要があります。ネットワーク的にいえばポート番号を知っている必要があります。駒場キャンパスの住所をIPアドレスとすれば、「アドバンストリサーチラボラトリーの場所」がポート番号です。
（ここでポートというのは通信の入力と出力を介するものです。さらに比喩を続ければポートというのは郵便受けに当たります。つまり細かく言えばポート番号は「アドバンストリサーチラボラトリーの郵便受けの場所」にあたります。ただ、郵便受けは受け取るときだけ使い、送るときには使わないので正確には少しちがいます。）
　例から離れてコンピューターを考えます。コンピューターが行う仕事は多岐に渡ります。その為データが送られてきたとしてもたくさんあるプログラムのうち正しい場所へ送られなければ機能しません。そこでポート番号が機能します。IPアドレスによってどのコンピュータかを突き止め、ポート番号でそのコンピューターのどのプログラムにデータを送るかを決定するわけです。注；ポート番号は厳密にはサーバーで重要な役割を演じていて個々のパソコンではあまり重要ではないそうです。
一言

ネットワークの資料でDNSがいったい何なのかを明らかにしていませんでした。DNSとはホスト名からIPアドレスを突き止めるシステムのことです。
間違いがありました

高級プログラミングで少し間違いがありました。

if ｛条件｝

　then ｛条件が成立した場合に行う処理｝

else  ｛条件が成立しない場合に行う処理｝

endif

と書いて説明もこれに基づいてしまったのですが正しくは下です。

if ｛条件｝

　then ｛条件が成立した場合に行う処理｝

else  ｛条件が成立しない場合に行う処理｝

endif

つまりelseはifに含まれていてifの下にelseは来ません。elseはifに含まれているため右にひとつずらして書いてifの下にはendifが来ます。endifはifの範囲を示し「ifはここまでですよ」ということを表します。八十八夜問題のプログラムは下のように訂正されます。
int r; //残りの日数　（int rとは、rが整数であるということです）
        r=4+87;

        if(r>28){ 注；28とは2月の日数です}
          then  r=r-28;

            if(r> 31){ 31=3月の日数}
              then  r=r-31;

                if(r>30){ 30=4月の日数}
                  then  r=r-30;

                    if(r>31){ 31=5月の日数}
              　　　  then {6月以降の処理}

else {5月r日と表示}

　　　　　　　　　　endif
                　　else {4月r日と表示}

                  endif
　　　　　　　　else {3月r日と表示}
              endif
　　　　　else {2月r日と表示}
        endif
間違えてしまって申し訳ないです。ただプログラムは行の開始地点に注目するのは変わりません。要するに縦に見るわけです。else {2月r日と表示}は if(r>28)のかなり下にありますが行が始まる地点はif(r>28)の行が始まる地点の一つ右です。つまりこのelse {2月r日と表示}は一番最初のif(r>28)に含まれているのです。
